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報告事項１ 

 

第88回国民スポーツ大会・第33回全国障害者スポーツ大会開催準備経過 

 

期  日 内    容 

令和５年１月19日 （公財）沖縄県スポーツ協会が、大会招致要望書及び陳情を

沖縄県議会へ提出 

令和５年３月30日 県議会が「第 88 回国民スポーツ大会及び第 33 回全国障害

者スポーツ大会の招致に関する決議」を全会一致で可決 

令和５年５月25日 県、（公財）沖縄県スポーツ協会、県教育委員会が連名で、

開催要望書を（公財）日本スポーツ協会と文部科学省に提出 

令和５年６月６日 （公財）日本スポーツ協会において、第88回国民スポーツ

大会の沖縄県開催が内々定される 

令和６年５月30日 沖縄県で開催する２巡目国スポ・全スポに関する懇話会を

設置、令和６年９月までに３回にわたり会議を開催 

令和６年10月18日 沖縄県で開催する２巡目国スポ・全スポに関する懇話会の

提言書を宮城座長より知事に提出（池田副知事へ手交） 

令和６年11月13日 沖縄県準備委員会設立総会・第 1 回総会及び第 1 回常任委

員会を開催 

令和７年２月５日 第１回総務企画委員会及び第１回競技運営委員会を開催 

令和７年４月１日 沖縄県文化観光スポーツ部スポーツ振興課内に国スポ・全

スポ準備室を設置 

令和７年７月14日 第２回総務企画委員会及び第２回競技運営委員会を開催 

令和７年８月８日 第２回総会及び第２回常任委員会を開催 

令和７年９月８日 第１回広報・機運醸成委員会を開催 

令和７年12月17日 沖縄県スポーツ未来創造本部設立総会及び第１回本部会議

を開催 

令和８年２月４日 第２回広報・機運醸成委員会を開催 

令和８年２月12日 第３回総務企画委員会及び第３回競技運営委員会を開催 
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報告事項２ 

各専門委員会の審議結果 

 

第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会沖縄県準備委員会

会則第 13 条第２項の規定に基づき、各専門委員会の審議結果について次のとおり報

告する。 

  

●総務企画委員会 

 〔第３回〕  

  日 時 場 所：令和８年２月 12 日(水)沖縄県教職員共済会館 八汐荘  

  審議事項１：第 88 回国民スポーツ大会競技会場地市町村第１次選定（案） 

審 議 結 果：原案のとおり決定した。 

 

 

●競技運営委員会 

 〔第３回〕  

  日 時 場 所：令和８年２月 12 日(木)沖縄県教職員共済会館 八汐荘   

  審議事項１：第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 

審判員・要資格運営委員養成計画（案） 

  審議事項２：第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 

実施競技選択基本方針（案） 

   審議事項３：第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 

公開競技実施基本方針（案） 

   審 議 結 果：原案のとおり決定した。 
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報告事項２ 

●広報・機運醸成委員会 

 〔第１回〕  

  日時場所：令和７年９月８日(月)沖縄県教職員共済会館 八汐荘   

  審議事項１：広報・機運醸成委員会の主な審議事項及びそのスケジュール(案) 

 審議事項２：第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 

広報・機運醸成基本方針（案） 

   審 議 結 果：審議事項１については原案のとおり、審議事項２については一部修

正し決定した。 

 

 

〔第２回〕  

  日 時 場 所：令和８年２月４日(水)沖縄県教職員共済会館 八汐荘   

  審議事項１：第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 

広報・機運醸成基本計画（案） 

  審議事項２：第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 

広報・機運醸成にかかるスケジュール（案） 

   審議事項３：令和８年度事業計画（案） 

   審 議 結 果：原案のとおり決定した。 
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【競技別】

No 競技名/種目 種別 市町村名 開催予定施設

1
バレーボール
（ビーチバレーボール）

少年男子･女子 西原町 西原きらきらビーチ

2 セーリング 全種別 与那原町 与那原マリーナ

3 ウエイトリフティング 全種別 国頭村 国頭村立総合体育館

4 恩納村 ONNA赤間ボールパーク 野球場

5 恩納村 赤間総合運動公園サブグラウンド

6 成年･少年女子 読谷村 読谷村運動広場

7 読谷村 ゆんたんざソフトボール場

8 読谷村 オキハム読谷平和の森球場

9 弓道 全種別 那覇市 奥武山弓道場

10 少年男子 名護市
Enagic スタジアム名護（サッカー・
ラグビー場）

11 成年男子 読谷村 ZANPAプレミアム残波岬ボールパーク

12 女子 読谷村 読谷村陸上競技場

13 成年男子 名護市 かねひで喜瀬カントリークラブ

14 女子 名護市 カヌチャゴルフコース

15 少年男子 恩納村 PGMゴルフリゾート沖縄

７市町村７競技

（留意事項）

1.開催予定施設は、今後中央競技団体の視察結果等により、会場の追加・変更が生じる場合がある。

2.当該競技が正式競技に選定されることを条件に会場地を選定する。

第88回国民スポーツ大会競技会場地市町村第１次選定（案）

ソフトボール

ラグビーフットボール

ゴルフ

少年男子

成年男子

審議事項１
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審議事項２ 

 

第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 
審判員・要資格運営員養成計画（案）  

 
  

 
１ 趣旨  
   第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会の各競技の円滑

な運営と本県及び地域スポーツの一層の普及・振興を目的に、審判員及び要資
格運営員の資格取得、資格維持及び資質向上を図るため、審判員・要資格運営
員養成計画を作成し、計画的かつ円滑に事業を推進する。  

  
 
２ 基本事項  
   下記に基づいて第 88 回国民スポーツ大会審判員・要資格運営員養成計画を 

作成する。  
（１）国民スポーツ大会各競技開催にあたる競技役員編成基準 

（公益財団法人日本スポーツ協会）  
（２）第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 

競技役員等編成基本方針  
（３）第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 

競技役員等養成基本方針  
（４）第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 

競技役員等養成基本計画  
（５）競技団体役員数の現状  
 
  
３ 養成目標数  

各競技団体が、現在及び今後の競技団体内の状況を調査・想定し、審判員及
び要資格運営員の養成目標数を設定・・・〈別表１〉  

 
  
４ 養成年次計画  
   各競技団体が養成年次計画を作成する。・・・〈別表２・３〉  
 
  
５ 養成方法  
   中央講習会等への派遣、県内講習会の開催等により養成する。  
 
  
６ その他  
   毎年各競技団体の養成状況を確認し、適宜計画を見直すこととする。 
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県内必要数
開催時従事
見込数 ※１ 不足数

審判員
①

要資格運営員

②
計③

(①＋②)
中央
④

近府県
⑤

計⑥
(④＋⑤)

⑦
 (③-⑥)

⑧ ⑨
(⑦-⑧)

1 448 299 10 309 19 1 20 289 178 111 144
競泳 168 74 20 94 11 7 18 76 43 33 43
飛込 63 14 49 63 13 20 33 30 0 30 39
水球 130 52 52 104 45 0 45 59 9 50 65
AS 68 14 0 14 13 1 14 0 1 0 0
OW 57 19 20 39 12 0 12 27 0 27 35

3 415 90 69 159 50 0 50 109 61 48 62

4 206 111 0 111 0 0 0 111 10 101 131

5 134 40 3 43 28 9 37 6 2 4 5

6 132 22 0 22 12 10 22 0 2 0 0

7 91 33 28 61 46 3 49 12 14 0 0
バレー 250 60 0 60 8 8 16 44 28 16 21
ビーチ 179 32 0 32 4 8 12 20 23 0 0
体操 233 78 0 78 24 20 44 34 27 7 9

新体操 159 40 0 40 13 13 27 19 8 10
ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ 77 11 0 11 6 0 6 5 0 5 7

10 313 96 0 96 37 18 55 41 37 4 5

11 144 31 0 31 28 0 28 3 1 2 3

12 227 20 21 41 25 2 27 14 2 12 16

13 145 36 0 36 2 24 26 10 14 0 0

14 175 36 24 60 30 0 30 30 2 28 36
トラック 85 15 29 44 14 0 14 30 16 14 18
ロード 118 22 0 22 6 16 22 0 0 0 0

16 152 96 1 97 1 14 15 82 67 15 20

17 155 39 0 39 1 0 1 38 39 0 0

18 259 80 0 80 4 10 14 66 4 62 81

19 130 46 0 46 12 34 46 0 0 0 0

20 200 34 6 40 31 9 40 0 0 0 0

21 102 26 0 26 1 25 26 0 0 0 0

22 125 40 0 40 12 12 24 16 16 0 0

23 320 94 77 171 10 78 88 83 0 83 108

24 317 210 0 210 10 30 40 170 127 43 56

25 197 32 0 32 2 4 6 26 17 9 12

26 154 37 33 70 31 17 48 22 12 10 13

27 128 0 27 27 27 0 27 0 0 0 0

28 161 79 12 91 2 26 28 63 11 52 68

29 112 23 14 37 5 2 7 30 5 25 33

30 110 20 20 40 20 20 40 0 3 0 0

31 91 42 8 50 4 25 29 21 6 15 20

32 175 46 0 46 46 0 46 0 0 0 0

33 88 16 0 16 16 0 16 0 1 0 0

34 101 11 0 11 9 2 11 0 0 0 0

35 138 21 0 21 14 7 21 0 0 0 0

36 127 25 0 25 1 0 1 24 5 19 25

37 158 15 30 45 0 0 0 45 32 13 17

38 230 105 3 108 9 51 60 48 37 11 14

39 127 39 0 39 0 0 0 39 39 0 0

7,874 2,421 556 2,977 714 513 1,227 1,750 910 857 1,114合計

　　※１　　開催時従事見込数：2034年開催時に審判員・要資格運営員として活動できる県内有資格者数。
　　※２　　原則として、⑨不足数に１.３を乗じた数(１.３倍の安全率は途中で資格取得が困難になった場合の減少数を考慮して設定)

高校野球

ラグビーフットボール

スポーツクライミング

カヌー

アーチェリー

空手道

銃剣道

クレー射撃

なぎなた

ボウリング

ゴルフ

トライアスロン

剣道

ソフトテニス

卓球

軟式野球

相撲

馬術

フェンシング

柔道

ソフトボール

バドミントン

弓道

ライフル射撃

15 自転車

ホッケー

ボクシング

8 バレーボール

9 体操

バスケットボール

レスリング

セーリング

ウエイトリフティング

ハンドボール

ローイング

< 別表１ >

第88回国民スポーツ大会　審判員・要資格運営員養成目標数　総括表

No.
内訳

競技
役員数

資格が必要な競技役員数 県外からの派遣数 養成
目標数

※２競技名

陸上競技

2 水泳

サッカー

テニス
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内訳

2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033
競技名 (8年前） (7年前） (6年前） (5年前） (4年前） (3年前） (2年前） (1年前）

1 10 10 10 10 10 10 10 10 80
競泳 0 21 15 10 11 1 0 0 58
飛込 0 0 0 0 0 0 0 0 0
水球 9 9 9 9 9 9 9 9 72
AS 0 0 0 0 0 0 0 0 0
OW 9 9 8 6 4 1 0 0 37

3 14 14 14 14 19 14 14 14 117

4 19 20 21 21 20 17 14 0 132

5 3 0 0 0 1 2 0 0 6

6 0 2 1 1 1 1 0 0 6

7 0 0 0 0 0 0 0 0 0
バレー 6 5 6 5 7 5 6 5 45
ビーチ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
体操 2 2 2 8 8 8 8 8 46

新体操 4 4 4 6 6 6 6 6 42
ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ 0 1 1 2 3 3 3 3 16

10 1 2 1 2 1 0 0 0 7

11 1 1 1 0 0 0 0 0 3

12 0 0 0 0 6 0 0 0 6

13 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 6 6 6 6 6 6 4 4 44
トラック 8 8 5 8 6 11 14 14 74
ロード 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 30 22 22 22 22 30 22 21 191

17 20 20 20 20 20 20 20 20 160

18 0 36 36 38 24 9 0 0 143

19 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 20 0 35 0 35 0 35 0 125

24 31 2 10 0 1 2 6 6 58

25 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26 1 1 1 1 1 1 1 1 8

27 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 6 6 6 6 12 13 9 8 66

29 6 23 0 0 0 0 0 0 29

30 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31 2 0 0 2 5 1 4 0 14

32 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33 0 0 0 1 0 0 1 0 2

34 0 0 0 0 0 0 0 0 0

35 1 0 0 0 2 2 0 0 5

36 7 0 6 0 21 0 3 0 37

37 0 0 0 1 0 0 0 0 1

38 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39 0 0 0 0 0 0 0 0 0

216 224 240 199 261 172 189 129 1,630

テニス

8 バレーボール

< 別表２ >

ローイング

ホッケー

ボクシング

15 自転車

フェンシング

ハンドボール

ソフトテニス

卓球

軟式野球

弓道

第88回国民スポーツ大会　審判員・要資格運営員養成年次計画　【　資格取得　】

養成(資格取得)年次計画
No. 延養成数

陸上競技

2 水泳

サッカー

バスケットボール

レスリング

セーリング

ウエイトリフティング

ラグビーフットボール

空手道

ゴルフ

相撲

馬術

柔道

合計

ライフル射撃

9 体操

トライアスロン

高校野球

バドミントン

剣道

スポーツクライミング

カヌー

アーチェリー

銃剣道

クレー射撃

なぎなた

ボウリング

ソフトボール
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内訳

2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033
競技名 (8年前） (7年前） (6年前） (5年前） (4年前） (3年前） (2年前） (1年前）

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
競泳 0 0 0 0 0 0 0 0 0
飛込 0 0 0 0 0 0 0 0 0
水球 4 4 4 4 4 4 4 4 32
AS 0 0 0 0 0 0 0 0 0
OW 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 64 64 64 64 64 64 64 64 512

4 10 29 49 70 91 111 128 142 630

5 3 2 2 2 2 3 3 3 20

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 0 0 0 0 0 0 0 0 0
バレー 18 18 18 18 18 18 18 18 144
ビーチ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
体操 42 44 46 48 56 64 72 80 452

新体操 10 14 18 22 28 34 40 46 212
ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ 37 37 38 39 41 44 47 50 333

10 57 63 70 76 63 84 91 97 601

11 5 5 5 5 5 5 5 5 40

12 0 0 0 0 0 0 0 3 3

13 0 0 2 2 2 0 0 0 6

14 15 15 9 7 9 11 10 10 86
トラック 4 4 6 6 6 5 5 4 40
ロード 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 12 10 10 10 12 30 22 22 128

17 20 20 20 20 20 20 20 20 160

18 0 14 0 37 0 61 77 77 266

19 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20 0 15 0 0 20 0 0 25 60

21 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 5 5 5 5 6 6 6 6 44

23 0 0 0 0 0 0 0 0 0

24 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25 0 0 0 5 5 4 3 0 17

26 5 6 7 8 9 10 11 12 68

27 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 7 7 7 7 14 14 11 11 78

29 9 2 0 0 0 0 0 0 11

30 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31 4 5 5 7 12 12 16 16 77

32 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33 0 0 0 0 0 0 0 0 0

34 0 0 0 0 0 0 0 0 0

35 0 0 0 0 0 0 0 0 0

36 0 0 0 0 0 0 0 0 0

37 1 7 1 7 2 8 2 2 30

38 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39 0 0 0 0 0 0 0 0 0

332 390 386 469 489 612 655 717 4,050

< 別表３ >
第88回国民スポーツ大会　審判員・要資格運営員養成年次計画 【 資格維持・資質向上 】

No.
養成(資格維持・資質向上)年次計画

延養成数

合計

陸上競技

水泳

サッカー

テニス

ローイング

ホッケー

ボクシング

バレーボール

体操

バスケットボール

レスリング

セーリング

ウエイトリフティング

ハンドボール

自転車

ソフトテニス

卓球

軟式野球

相撲

馬術

スポーツクライミング

カヌー

フェンシング

柔道

ソフトボール

バドミントン

弓道

ボウリング

ゴルフ

トライアスロン

高校野球

2

8

9

15

アーチェリー

空手道

銃剣道

クレー射撃

なぎなた

ライフル射撃

剣道

ラグビーフットボール
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審議事項３ 

 

第 88 回国民スポーツ大会実施競技選択基本方針（案）    
  
 
  

第 88 回国民スポーツ大会における実施競技の区分は、本県のスポーツの現状及び大会後に
おけるスポーツの推進を考慮しながら、次のとおり選択する。 

なお、第 33 回全国障害者スポーツ大会については、別途定めるものとする。  
  

 
１ 正式競技は、公益財団法人日本スポーツ協会（以下「日本スポーツ協会」という。）が

定める「国民スポーツ大会開催基準要項」及び同細則による競技で、公益財団法人沖
縄県スポーツ協会（以下「県スポーツ協会」という。）に加盟する競技団体の競技とす
る。  

 
２ 公開競技は、日本スポーツ協会の定める「国民スポーツ大会公開競技実施基準」に基

づく競技で、競技団体の開催意欲を基本に、会場地となる市町村の意向を踏まえて実
施競技を選択する。  

 
３ デモンストレーションスポーツは、日本スポーツ協会の定める「国民スポーツ大会デ

モンストレーションスポーツ実施基準」に基づく競技で、正式競技及び公開競技以外
の競技のうち、原則として県スポーツ協会に加盟している競技団体又は沖縄県スポー
ツ協会が推薦するスポーツレクリエーション団体の開催意欲を基本に、会場地となる
市町村の意向を踏まえて実施競技を選択する。 

 
４ 特別競技は、日本スポーツ協会が決定した競技とする。 
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審議事項４ 

 

第 88 回国民スポーツ大会 公開競技実施基本方針（案） 
  
 
  

第 88 回国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）において実施する公開競技は、公
益財団法人日本スポーツ協会の定める「国民スポーツ大会開催基準要項」及び同細則、「国
民スポーツ大会公開競技実施基準」並びに「第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害
者スポーツ大会開催基本方針」に基づき、次の方針により実施する。  

  
１ 実施目的  

(1) 国スポを契機として、競技スポーツや地域におけるスポーツの振興を図るとともに、
県民の健康増進や生きがいづくりに取り組む。 

(2) 県民が、様々なスポーツに触れる機会をより多く設けることで、交流や地域の活性
化、健康増進につなげ、多くの人々がスポーツの価値を実感できる大会を目指す。 

 
２ 実施競技の選択 

実施競技は、「第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会実施競技選
択基本方針」に基づき、次の事項について総合的に検討し、選択する。 
(1) 競技を実施することにより、国スポ終了後においても、県内での競技の普及・振興が

推進されること。 
(2) 当該県競技団体の組織が整備されており、競技運営能力があること。  
(3) 当該中央・県競技団体の開催意欲とともに、市町村の開催希望があること。  

 
３ 競技会場地市町村の選定 

競技会場地は、「第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会競技会場
地市町村選定基本方針」に基づき、次の事項について総合的に検討し、選定する。  
(1) 市町村と競技団体の意向が合致すること。  
(2) 実施する公開競技の普及・振興が図られる市町村であること。   
(3) 実施する公開競技の開催に必要な競技施設を有する市町村であること。   

  
４ 実施方法、実施時期及び期間  

(1) 実施方法及びその他の必要な事項は別に定める。  
(2) 実施時期は、国スポ開催年度の４月１日から閉会までとする。ただし、総合開・閉会

式当日は除くものとする。  
(3) 実施期間は、４日間を上限とする。  
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審議事項４ 

 

 
５ 業務分担及び経費負担  

(1) 競技会の準備及び開催運営に係る業務（関連業務全般含む。）は、当該中央競技団体が
主導で行うものとし、その経費については、当該中央競技団体の負担とする。 

(2) 参加料、参加者旅費等、当該競技会参加に関する経費については、原則として、競技
会参加者の自己負担とする。 
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審議事項５ 

第 88回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 

広報・機運醸成基本方針（案） 

 

 

第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」とい 

う。）の広報活動については、開催基本方針に基づき、大会の開催意義を広く県民に 

周知し、その理解を深めることにより、県民に開かれた大会、県民生活に寄り添っ 

た大会となるよう努めるとともに、「スポーツアイランド沖縄」の魅力を全国へ発信 

する機会とするため、次のとおり実施する。 

  

 

 

１ 県・市町村、関係機関・団体及び企業等の多様な主体との連携・協働のもと、 

各種の広報媒体を計画的かつ効果的に活用し、大会の積極的な広報に努める。 

 

 

２ 報道機関との連携や SNS をはじめとした多様なメディアの活用により、誰でも 

大会に参加できる機会があることを発信するとともに、沖縄県の恵まれた自然、 

歴史、文化、「チムグクル」の精神に代表される県民性など、本県の多彩な魅力 

を積極的に全国に発信する。 

 

 

３ 大会を象徴し、広く県民に愛されるような愛称、スローガン、マスコット等を 

制定し、その普及を図ることにより、大会開催の機運を高める。 

 

 

４ 大会の記録映像、記録写真集等を製作し、大会の開催成果を沖縄県の財産とし 

て未来へ継承する。 
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審議事項６ 

第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会 

広報・機運醸成基本計画（案） 

 

 

第 88 回国民スポーツ大会・第 33 回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」

という。）に向けて、大会広報・機運醸成基本方針に基づき、次の広報活動を実

施する。 

 

 

１ マスコット、愛称、スローガン等による広報 

   大会を象徴するマスコット、愛称、スローガン等を制定し普及する。 

（１）愛称、スローガンの制定及び普及 

（２）マスコットの制定及び普及 

 （３）イメージソング・ダンス等の制定及び普及 

 

２ 多様なメディアによる広報 

ＳＮＳを含む多様なメディアで迅速かつ効果的な広報を展開する。 

（１）新聞、ラジオ、テレビ等による広報活動の推進 

（２）県、市町村、各種団体等の広報媒体の活用 

（３）ホームページや SNS 等の活動 

 

３ 各種広報物による広報 

   広報物を活用し必要な情報を広く伝える。 

（１）広報グッズ、大会ガイドブック等の作成 

（２）ポスター、パンフレット、リーフレット等の作成 

（３）県・市町村、関係機関・団体等刊行物（広報誌等）の活用 

 

４ 屋外広報物による広報 

   広告塔や横断幕等を設置して大会開催の広報を実施する。 

（１）広告塔、歓迎塔の設置 

（２）のぼり、横断幕、懸垂幕等の設置 

（３）案内板、カウントダウンボード等の設置 

 

５ イベントによる広報 

   大会開催までの節目イベントで大会のアピールと盛り上げを行う。 

（１）開催内定イベント、開催決定イベント、開催１年前イベント等の開催 

（２）国スポ・全スポ月間の制定及びイベント等の開催 

（３）各種イベントと連携したＰＲ活動 
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審議事項６ 

 

 

６ 映像による広報 

   県民の参加意識の高揚を図るとともに、大会への理解促進のため、大会 

プロモーション動画を作成し、配信、放映する。 

（１）前回大会（海邦国体）や先催県の大会映像（DVD 等）の貸出 

（２）スポーツイベント等各種イベント会場での放映 

 

７ 参加章等の作成 

   大会参加を記念する参加章等で参加者の満足度を高める。 

（１）参加章、記念章の作成 

（２）記念グッズ等の作成 

 

８ 大会記録集等の制作 

   大会を映像等に記録する。 

（１）大会記録集の制作 

（２）大会記録映像の制作 

 

９ その他 

その他、大会広報・機運醸成基本方針に基づく必要な広報を実施 
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